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言
語
的
宗
教

構
成
主

義
の

可

能
性

　

　
　

ブ
ラ

ン

ダ
ム

の

単
称
名
問
題

を

受
け
て松

　
野

　
智

章

　

言
詒
的

宗
教

構
成
主

義
の

立
論
の

可
能
性
を
言
語
の

働
き
の

分
析
を
通

し
て

言
及
し
た
い

。

具
体
的
に

は

文
中
の

単
語
の

働
き
に
つ

い

て

R
・

ブ

ラ

ン

ダ
ム

の

単
称
名
（
固
有
名
詞
・

確
定
記
述）

に

お
け
る

議

論
の

知

見

を
導
入
し、

言
語
的

宗
教
構
成
主

義
の

基
盤
の

明
確
化
を
目
指

す
も
の

で

あ
る

。

　
ブ

ラ

ン

ダ

ム

は

さ
註
毳
h

旨

畧
ミ
鎌

（
一

九
九
四
年
）

以

降、

意
味

論
に

お
い

て

「

推
論
主

義
」

と

い

う
立
場
を
一

貫
し
て

展
開
し
て

い

る
。

そ
し

て

』

ミ
蹄

ミ
ミ
註
偽

為

ミ
ξ

澆
（一
冖
OQO

年
）

に

お
い

て

彼
は

単

称
名
に
つ

い

て

言
及
し
て

い

る
。

ブ
ラ

ン

ダ
ム

は
、

人
が
文
を
理
解
す
る

原
初
状
態
を

想
定
す
る

。

そ
し

て
、

単
語
が
基
本
単
位
で

は

な
く、

文
を

基
本
単
位
と

し
て

考
え
る

。

こ

の

考
え
は
、

J
・

ロ

ッ

ク
以
降
の

名
詞
と

対

象
の

結
び
つ

き
を

言
語
の

基
盤
と

し
て

考
え
る

見
方
を

否
定
し
て

い

る
。

ブ
ラ

ン

ダ
ム

は、

ま
ず、

文
が
あ
っ

て、

そ
こ

か

ら
単
称
名
と

述
語

を
区
分
す
る

の

だ

と

い

う
。

彼
の

単
称
名
の

論
証
は

次
の

通
り
で

あ
る
。

そ
れ
は、

二

つ

の

文
を
用
意
し
て
、

文
中
の

単
称
名
の

代
入
推
論
（
しD
二
げ−

°・

叶

詳
⊆
乱
oP

ぎ
｛

霞
Φ

⇒
o
Φ
ω）

を

行
う
の

で

あ
る
。

一
　

ベ

ン

ジ
ャ

ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

（

S）

は

避

雷

針
を

発
明
し
た

　
（
P）．、
　

な
ら

ば
、

ニ

　

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
の

初
の

郵
政
長
官
（

S
）

は

避
雷
針
を

発
明
し

た

　
（
P）

。

　
こ

の

二

つ

の

文

章
は、

一

か

ら
二

が

推
論
さ

れ

て

い

る
。

そ
し

て
、

こ

の

推

論
は
ひ

っ

く
り
返
し
て

二

か
ら
】

で

も

問
題
が

起
き
な
い

。

こ

れ

を

ブ

ラ

ン

ダ
ム

は
対
称
的
（
ω

蜜

臼

B
 

鼠
o）

と

定
義
す
る

。

　

そ
れ

に

対
し
て、

述
語
（
O

話
凸
o

讐
Φ
）

の

場
合
は

ど

う
か

。

一
　
ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン
・

フ

ラ

ン

ク
リ
ン

（
S

）

は
歩
い

た

（
≦
巴
評
Φ

e

　
（

P
）

。

　

な
ら
ば、

ニ

　
ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン
・

フ

ラ

ン

ク

リ
ン

（
S

）

は

動
い

た
（
Bo
＜
 

巳

　
（

P
）

。

こ

の

場
合、

こ

の
一

か
ら
二

の

推
論
に

は

問
題
が

な
い

。

し
か
し
、

二

か

ら
一

の

推
論
に

は

妥
当
性
が

な

く
な
る

。

な
ぜ

な
ら、

「

歩
い

た
」

よ

り

「

動
い

た
」

の

方
が
包

括
的
だ

か
ら
で

あ
る

。

こ

の

関
係
は

対
称
的
で

は

な
い

。

よ

っ

て

非
対
称
的
（
霧
団

ヨ
B2

ユ
O
）

と

定
義
さ
れ
る

。

も
ち
ろ

ん
、

全
て

の

述
語
が
非
対
称
的
だ

と
い

う
こ

と
で

は
な
い

。

し
か
し

、

単

称
名
が
対
称
的
で

し
か
な
い

の

に

対
し、

述
語
は

非

対
称
的
で

あ
る

可
能

性
を
含
ん

で

い

る
。

ブ

ラ

ン

ダ

ム

は

S
と

P
の

違
い

を
次
の

よ

う
に

ま
と

め

て

い

る
。

「

構

文
的
に
言
え
ば
、

単
称
名
は

代

入
さ

れ
る
こ

と
の

代
入

構
造
的
役
割
を
果
た

し、

述
語
は

文
の

枠
組
み
に

お
け
る
代
入
構
造
的
役

割
を
果
た

し

て

い

る
」

（
ブ
ラ

ン

ダ
ム
、

二

〇

〇

〇

年、
　一

五

〇

頁
）

と
。

　

そ
し
て
、

こ

の

代
入
推
論
の

議
論
が

明
ら
か
に

し
て

い

る
の

は
、

あ
る

指
示
語
（

単
称
名
）

を

特
定
・

理

解
す
る

た

め

に

は
最
低
隈
二

つ

の

文
を

必

要
と

す
る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

つ

ま

り、

単
称
名
が
単
独
で

は
指
示

で

き
な
い

こ

と

を

意
味
し

て

お

り
、

単
称
名
は

他
の

単
称
名
と

結
び
つ

く

こ

と
で

意
味
を

持
つ

こ

と
が

で

き
る

。

こ

れ

は
、

表
象
主

義
の

よ

う
に

対

象
と

心
の

な
か

の

概
念
が

対
応
し

、

そ

の

概
念
に

照
ら

し
合
わ

せ

て

単
称

名
の

対
称
性
が

保
証
さ

れ

て

い

る

の

で

は

な
い

。

あ
く
ま

で

も
単
称
名
の

268（1102）
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推
論
を
通
し

て

人
は

言
葉
の

使
用
を
身
に

つ

け
る

の

で

あ
る

。

　
ブ

ラ

ン

ダ

ム

の

議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、

私
た
ち
が

認
識
す
る

上
で

対
象

を
特
定
す
る

た
め

に

は
、

経
験
の

問
題
で

は
な
く
論
理
的
問
題
と

し
て
、

言
葉
の

体
系
を
必
要
と

す
る

。

そ

う
し
て

初
め
て、

対
象
を

理
解
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

れ
は
、

対
象
が
素
朴
に

実
在
し
て

い

る

の

で

は

な
く、

先
行
す

登、
面

葉
の

関
係
性
の

中
に

対
象
が
回
収
さ
れ

る

こ

と
を

意
味
し

て

い

る
。

　
こ

の

議
論
は
必
ず
し
も、

宗
教
的
実
在
や
世
界
の

存
在
を

否
定
し
て

は

い

な
い

。

し

か
し、

ど

の

よ

う
な
対
象
も一、
旨

葉
の

関
係
性
の

中
で

の

み

理

解
さ

れ
る
こ

と

が

立

証
さ
れ

る

の

で

あ

れ
ば
、

諸

宗
教
の

コ
詈

呈
…

の

体

系
」

は

実
在
に
先
立
つ

。

つ

ま
り、

言
語
的
宗
教
構
成
主
義
は

実
在
主

義

に

対
し
て
、

明
確
に

優
位
性
を
キ

張
で

き
る
こ

と

に

な
る

。

基

督
教
に

対
す
る

理
論
上

の

四
つ

の

疑
問
及
び

理

由
と

　

当
該
論
の

若
干
の

適
用

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

工

　
藤
　
　
　
亨

　
戦
後
半
世
紀
余
り、

カ

ト
リ

ッ

ク

の

所
謂
求
道
者
と

し
て

歩
ん

で

来
た

が、

概
し
て

下
記
の

事
山
で
、

基

督
教
を
仏
教
の

根
本
理
法
に
基
づ

け
る

結
果
と

な
っ

た
。

0
ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス

は

「

生
来
人
は

皆
第
一

の

原
因
・

原
理
（
以

下
、

即
0．）

を
知
る

こ

と
を

求
め
る
」

と

云
い

、

ト

マ

ス

と

ホ

ッ

ブ

ス

に
よ

る

と
「

こ

れ

（
℃°
0°
）

を

何
人
も
神
と

呼
ぶ
」

。

処
で
一

般

に
、

言
葉
（
そ
の

形
・

音
声
お
よ

び

概
念
）

よ

り
、

言

葉
が

指
し

示
す

（

似
Φ

⇒
o

冨
）

事
柄
の

方
が

先
行
す
る

。

す
る

と

自
然
理

性
上、

基

督
教
の

「

神
」

よ

り、

用
語
「

神
」

が
指
し

示
す
「

第
一

の

原
因
・

原
理
（
℃．
○
）

」

が

先
行
す
る

で

あ
ろ

う
。

⇔
「

エ

リ
エ

リ

レ

マ

サ
バ

ク

タ

ニ

」

と

絶

叫

し、
「

魂
を

御
手

に

委
ね

奉
（

っ

こ

て

息
絶
え
た

イ
エ

ス
。

獄

中
か
ら

「

神
の

前
で

…

神
な
し

に

生
き
る

」

と

認
め

た

ボ
ン

ヘ

ッ

フ

ァ

i
。

神
は

「

真
理

の

源
」

で

把
握
さ
れ
た

「

真
理
」

で

は

な
い

と

説
い

て

来
た
公

教

会
。

い

ず
れ

も、
「

今
見
て

い
（

な
い
）
」

が
し

か
し
念
頭
に
は

あ
る

「

神
」

に
、

誠
を

尽
し
「

信
仰
」

を
捧
げ
た

。

し
か
し
乍
ら
実
は

、

各
々

の

念
頭

に

宗
教
的
情
意
と

相
関
的
に
「

源
」

と

し
て

あ
る

当
の

「

神
」

に

更
に
先

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
ダ

ル

マ

行
し
て、

即
○
＼

即

○

で

あ
る

究
極
根
原
理

法
（
以
下、

U
も．
ρ
）

が
先
在

し、

そ

し

て

万
有
の

℃

b°
で

あ
る

そ
の

故
で

、

一

切

事
と

不
可

分
不
叮

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ダ

ル

マ

同
不

可
逆
で

あ
ろ

う
。

日
我
々

が

住
す
る

理

法
一

円
界
に

は
、

＝

度
起

っ

た

こ

と

（
事
象
（

 
＜
Φ

具
ご

を
起

き
な
か
っ

た

こ

と
に

な

す
こ

と
は
、

神
の

全
能
を

も
っ

て

し
て

も
な

し
え

な
い
」

と
い

う
実
体
で

あ
る

理

法

（

以
下

、

仮
称
事

象
の

永
遠

性
（

巨
巨．）
）

が

あ
っ

て
、

時
空

界

：
水

遠

界
共
に

妥
当
す
る

。

そ
し
て

ト
マ

ス

は、

仮
に

三
一

の

神
（
以
下、

∪野・）

が
牛

ま
れ

た

み
子
・

み
言
（

有）

を
生
ま
れ
な
か
っ

た

こ

と

（
無）

に

な

し
得
れ
ば
、

有
を

無
と

な
す
こ

と

に

な
っ

て、

神
の

「

合
理
性
」

に

反

す

る

の

だ
、

と

云

う
。

し

か
し

乍
ら、

み

子
・

み

言
は

、

U
悼

の

三
一

の

本

性
の

故
で

同
本
性
に
よ

っ

て

生
ま
れ、

そ
し
て
一

度
生

ま
れ

る
と

即
直
ち

に

理

法

巨
臼゚

の

規
制
の

下
に

あ
る

そ
の

故
で、

父
な
る

神
も、

生
ま
れ

な
か
っ

た

こ

と
に

な

し

え
な
い

の

で

あ
ろ

う
。

従
っ

て

存
在
論
上
、

「

無

か
ら
の

創

造
」

（
以

下、

p
（

ρ
）

昌゚
）

で

は
、

三
一

神
と

そ
の

本
性
へ

の

第

一

の

他
性
と
し

て
、

実
体
理

法

冒
日゚

が

外
在
し

て

相
い

対
し

UN

の

奥

底
に

先

行
し
先

在
す
る

故、

文

字
通

り
の

ρ

戸

は

成
り
立

ち
え

な
い
、

と

認
め

る
。

そ
し
て

理

法

巨
日。

と

UN

の

ob

°

の

業
は

、

両

者
の

基
底

269 （1103）
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